
果
が
十
分
に
期
待
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
年
商
10
億
～
20
億

円
前
後
の
中
小
企
業
を
、
50
億
・

１
０
０
億
円
企
業
（
以
下
、
１
０

０
億
円
企
業
）
に
成
長
さ
せ
る
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
が
け
る
船

井
総
合
研
究
所
（
以
下
「
船
井
総

研
」）
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
金

融
機
関
が
１
０
０
億
円
企
業
を
育

て
る
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

①
地
域
金
融
機
関
が
１
０
０
億
円

企
業
を
育
て
る
意
義

　

そ
も
そ
も
年
商
10
億
～
20
億
円

前
後
の
中
小
企
業
を
１
０
０
億
円

域
金
融
機
関
に
と
っ
て
重

要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地

方
創
生
」。
主
な
取
組
み
と
し
て

地
域
産
業
の
重
点
支
援
、
観
光
客

の
誘
致
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が

「
地
域
の
中
核
企
業
を
育
て
る
こ

と
」
も
地
方
創
生
実
現
の
有
効
な

方
法
の
１
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
の
中
核
企
業
と
は
、
目

安
と
し
て
「
年
商
１
０
０
億
円
」

を
誇
る
中
堅
企
業
を
指
す
。
こ
れ

だ
け
の
売
上
が
あ
れ
ば
「
事
業
活

動
を
通
じ
て
地
域
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
押

し
上
げ
、
雇
用
を
生
み
出
す
」
効

ま
で
『
業
績
は
支
店
長
の
腕
次

第
！
』
を
連
載
し
て
い
た
金
融
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
大
内
修
氏
も

「
地
域
金
融
機
関
の
主
た
る
営
業

エ
リ
ア
に
中
核
企
業
が
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
、
地
域
経
済
は
活
性
化

し
、
メ
イ
ン
先
な
ら
自
行
庫
の
顧

客
基
盤
・
収
益
基
盤
は
よ
り
強
固

な
も
の
に
な
り
ま
す
」
と
話
す

規
模
の
中
核
企
業
に
育
て
る
と
い

う
の
は
、
途
方
も
な
い
話
に
思
え

る
だ
ろ
う
。
政
府
の
統
計
を
み
て

も
、
売
上
が
判
明
し
て
い
る
事
業

者
１
５
０
万
社
の
う
ち
、
１
０
０

億
円
以
上
の
事
業
者
は
約
０
・
５

％
、
２
０
０
社
に
１
社
に
す
ぎ
な

い
（
ｅ

−

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
企
業
活
動
基

本
調
査
を
参
考
に
船
井
総
研
に
て

デ
ー
タ
分
析
）。
だ
か
ら
こ
そ
中

核
企
業
が
１
社
育
て
ば
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
は
大
き
い
。

「
売
上
規
模
が
10
億
円
・
20
億
円

前
後
の
企
業
は
、
個
社
ご
と
に
事

（
図
表
１
）。

経
営
者
に
着
目
し

伸
び
る
企
業
を
見
つ
け
る

②
中
小
企
業
の
中
か
ら
有
望
な
先

を
ど
う
見
つ
け
る
か

　

と
は
い
え
、
あ
ら
ゆ
る
中
小
企

業
が
１
０
０
億
円
企
業
を
目
指
せ

る
わ
け
で
は
な
い
。
金
融
機
関
は

業
内
容
な
ど
を
よ
く
見
る
と
、
現

状
維
持
程
度
で
そ
れ
以
上
の
成
長

が
期
待
し
に
く
い
ケ
ー
ス
と
、
取

組
み
次
第
で
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍

で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
っ
て

い
る
企
業
と
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
後
者
に
属
す
る
中

小
企
業
に
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
、
地
域
を
代
表
す
る
企
業
に
育

て
上
げ
る
─
─
そ
れ
が
地
方
創
生

に
つ
な
が
り
ま
す
」（
船
井
総

研
・
出
口
恭
平
取
締
役
専
務
執
行

役
員
）

　

本
誌
２
０
２
２
年
２
月
15
日
号

ど
ん
な
中
小
企
業
を
支
援
の
対
象

と
す
れ
ば
よ
い
か
─
─
。

　

そ
の
着
眼
点
は
大
き
く
分
け
て

２
つ
あ
る
。
１
つ
は
「
事
業
」
に

着
目
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｔ

事
業
の
よ
う
な
成
長
市
場
を
手
が

け
て
い
る
中
小
企
業
を
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
、
積
極
支
援
を
行
う
と

い
っ
た
具
合
だ
。

　

も
う
１
つ
は
「
経
営
者
」
に
着

目
す
る
こ
と
。
事
業
意
欲
が
旺
盛

で
成
長
志
向
が
高
い
経
営
者
が
率

い
る
中
小
企
業
を
積
極
的
に
支
援

す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

「
船
井
総
研
で
は
『
経
営
者
』
に

着
目
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
成
長
余
地
が
小
さ

い
・
成
熟
し
て
い
る
事
業
を
手
が

け
て
い
て
も
、
経
営
者
に
意
欲
さ

え
あ
れ
ば
伸
び
る
事
業
領
域
に
シ

フ
ト
し
売
上
を
拡
大
し
て
い
け
る

か
ら
で
す
。
中
小
企
業
と
同
様
、

中
堅
企
業
も
経
営
者
次
第
と
い
う

部
分
は
大
き
い
で
す
か
ら
、
担
当

者
は
『
経
営
者
』
を
見
て
、
１
０

０
億
円
企
業
に
育
つ
で
あ
ろ
う
中

小
企
業
を
見
極
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
」（
出
口
専

務
）経

営
者
だ
け
で
は
難
し
く

役
員
や
部
長
も
関
与

③
売
上
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
金

融
機
関
は
ど
ん
な
支
援
を
行
え
ば

よ
い
か

　

一
般
的
に
10
億
円
・
20
億
円
の

中
小
企
業
が
１
０
０
億
円
企
業
を

目
指
す
場
合
、
飲
食
店
が
２
店
舗

目
・
３
店
舗
目
を
出
店
す
る
よ
う

に
「
創
業
し
た
と
き
の
事
業
を
拡

大
す
る
ケ
ー
ス
」
と
、
他
方
で

「
本
業
と
は
異
な
る
事
業
に
進
出

し
、
第
２
の
売
上
の
柱
を
作
る
ケ

ー
ス
」
に
分
か
れ
る
。

　

で
は
、
中
核
企
業
化
を
支
援
す

る
場
合
、
ど
ん
な
点
に
気
を
付
け

る
の
か
、
中
小
企
業
の
支
援
と
ど

う
異
な
る
の
か
み
て
い
こ
う
。

㋐
経
営
者
と
役
員
・
事
業
部
長
に

よ
る
二
人
三
脚
で
事
業
を
進
め
て

も
ら
う

　

中
小
企
業
の
場
合
は
、
良
く
も

10 billion yen
company

地

特別企画１
図表１　中核企業とのメイン取引を行うことのメリット・意義

●①�投融資だけでなく自行庫グループ企業や連携先と一体的
に海外を含む多面的な経営支援を日常的に実施できる。
経営者や役員陣の個人取引、従業員向け職域取引も幅広
く行われ深みのある法人・個人一体取引が実現できる。
広範囲にわたって収益機会が多く、自行庫顧客基盤・収
益基盤の中核をなす。

●②�当該企業経営者や経営幹部とは、取引の窓口になってい
る本支店の支店長や担当者・役席者はもちろん、頭取・
理事長はじめ役員陣とも相互に経常的に訪問・接触、長
期にわたる多層的なコミュニケーションによって多くの
情報が共有され「情報の非対称性」が緩和される。与信
リスクは低く、曇りや雨の時も信頼関係・取引関係は崩
れ難く地域経済の安定や成長に寄与できる。

●③�お互いに地域のリーディングカンパニーとしてそれぞれ
の人材が切磋琢磨しながら連携し地域経済の活性化等に
寄与する機会が増える。地域人材の外部流失を防ぎ自行
庫人材育成上も不可欠な存在になる。

（出所）大内修氏作成

地
方
創
生
の
切
り
札
に
も
な
る

年
商
１
０
０
億
円
を
目
指
す
！

地
域
の
中
核
企
業
の
育
て
方
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